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　 収 集 し た デ ー タ は Hit 率， FA 率，d’ お よ び
ROC 曲線を用いて検討した。等拍リズムと「ぴょ
んこ」リズムの直後再認と遅延再認は図６，二種類
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る d’ と判断する際の確からしさを測定する ROC
曲線を用いて検討した。
　まず，実験１の結果を７項目にまとめる。
（１） 音楽専攻学生たちの等拍リズムの Hit 率は６
割，「ぴょんこ」リズムの Hit 率は７割であっ
た。
（２） 非音楽専攻学生たちの等拍リズムの Hit 率は
４割，「ぴょんこ」リズムの Hit 率は６割弱
であった。
















（１） 等拍リズムの直後再認の Hit 率は７割弱であ
り，遅延再認の Hit 率は５割であった。




















































































開催された「The 10th Asia-Pacific Symposium on 
Music Education Research」で口頭発表済みであ
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